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非常時の危機管理について法人向け「無料対策セミナー」の開催
（12月9日、電力館＜東京渋谷＞）

～鳥インフルエンザの発生、大地震等の災害勃発へのＢＣＰ＜事業継続計画＞と具体的アクションとは～

「四つの緊急課題と緊急危機管理対策」（パソコン会議を使っての多地点遠隔会議）

平成２０年１２月９日
セリングビジョン株式会社
取締役社長 岡部秀也

共催：セリングビジョン株式会社

特定非営利活動法人（NPO）国際感染症医療要員養成センター
協賛：郵船商事㈱、㈱日鉄エレックス、㈱豊通シスコム、応用地震計測㈱、㈱ウィル

コム

趣旨：国内での鳥インフルエンザの発生、首都圏大地震などの大災害に備えて、社
会的インフラを有する公益事業者や、国内外の分散拠点のある企業や自治体
などの法人向けにＢＣＰ（事業継続計画）と具体的アクションについての講演と
意見交換

その他、協力会社：サントリー㈱、㈱リンテック２１

各企業の皆様、本日はご参加、本当にありがとうございます。

本会場でセミナー講師やスタッフ一同、皆様のお役に立つように精一杯
努めます。また、会場外では危機管理に役立つ展示コーナーがあります
ので、どうか詳細のご質問や展示物をご覧いただき皆様にとって有意義
な会にしたいと思います。

２．共催と協賛各社のご紹介

本セミナーが特に有効な法人様電力会社、ガス会社、石
油会社等のエネルギーインフラの企業。
鉄鋼、自動車、電機･機械メーカー、化学会社などの拠点
の多い設備産業、商社、銀行、生命保険、損害保険など
金融会社。
海運会社、大手建設会社、食品会社など海外や国内で
の事業所の多い産業。
放送、新聞社などの情報通信、マスメディア。
ライフラインを守る自治体など公共性のある官庁。
そのほか、緊急災害時に操業継続が求められる法人様。

３．本セミナーが特に有効な法人様 ４．危機管理における四つの緊急課題

○致死率が高く日本人の感染率約２５％という鳥インフルエンザの大流行に感染しない、完全防
御のワクチン、マスク、ゴーグルの品質基準と備蓄方法とは何か？

九州大学医学部、中国復旦大学、米軍研究機関のウイルス研究の最前線での実態を知る。

⇒従業員と家族の命を救い、ＢＣＰ（事業継続計画）を実行できるか？

○大地震での緊急地震速報を生かして、緊急防備しライフラインを守るために今どうすべきか？

企業経営のダメージをいかに最小化するか？某自動車メーカーのプラントで広範囲に活用して
いる成功事例。

⇒従業員の安全避難と安全確保とＢＣＰマニュアルを実行し被害を最小限に。

○危機対応や安全衛生でも有効な工場、発電所などでの「一斉放送、カメラ、相互会話」ができる
ＩＴシステムや騒音にも強いイヤホンマイク。大規模装置産業における活用例： 東京ガス、

ジャパンエナジー、出光興産の防爆エリアで導入予定のｹｰｽ。

⇒プラントでの労働安全、防災や操業効率向上に必要。

○大地震でも必ず通じる非常用の情報連絡手段を多面的に確保していますか？

⇒ 阪神・淡路大地震、新潟中越地震、宮城・岩手の地震、中国四川大地震での救援、医療用に
威力発揮した「ＰＨＳ」。なぜ今、PHSか？法人でのＰＨＳの非常時の使い勝手はどうか？

二つの危機は、「人の生命」と「ライフライン」への挑戦！
決して保有する「金」「モノ」では償えない大規模な経済社会的な損失！
セミナーで注目してほしい具体的な処方箋。

○鳥インフルエンザ等で公共機関が止まり、出社不可能でも遠隔会議ができるパソコン／テレ
ビ会議とは？

⇒世界中、日本国内のどこからでも社員、パートナー会社がブロードバンドを通じて情報連絡や
会議が可能。

ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力会議）や各国政府、企業などでも危機対策に汎用のシステム
条件は？

○その他、危機管理に必ず必要は水、食料の備蓄や、事務所などで簡単に設置できる什器の
転倒防止策は展示コーナーにあります。

この4時間で危機管理、防災、労働安全の企業最前線での課題と具体方策を明らかにしてい
きます。皆様の会社で、ぜひご参考にしていただき、明日の貴社でのＢＣＰ戦略における具体
的な対策として生かしていただければ幸いです。
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５．遠隔地会議

～インターネットを使った３カ国パソコン会議～
セミナー会場から、日本、中国、韓国を結ぶ

北京●

●
ソウル

●新橋

●渋谷

◎渋谷

北海道

沖縄

パソコン会議システムとは

現在お使いのパソコン、ネット回線を利用して、画面や、ファイルを共有しながら、遠隔地会議が手軽に実施できる

システムです。多大な導入コストや設備は必要ありません。

危機時の会議ばかりか出張回数減によるコスト削減や、顔の見える打ち合わせ
で業務効率化が可能です。（今回は、世界的に有名なアキュミートを使います）

パソコン会議システムの特徴

• 初期費用が比較的安い

専用機器を購入することなく、ソフトを購入してサーバーにインストールするだけでOK。クライアント側は
安価なWEBカメラやヘッドセットをご用意頂くだけで利用できます。（ASPサービスではソフト購入も不要
です。）

• 現在利用中のPCにて利用が可能
クライアントは現在お使いのPCからサーバーにアクセスし、ファイルをダウンロードするだけでOK。WEB
ブラウザからご利用頂けます。

• 招待機能を搭載

メールで参加招待をすれば、指定のURLからログインが可能。
• 最大12名までの同時画像表示可能

1画面に最大12名まで同時に画像を表示できます。
• インターネットやファイルのアプリケーションの共有が可能

WordやExcel、Powerpointのファイルが双方で書き込みをしながら会議が出来ます。

危機管理に必須のパソコン会議システムの特徴

ビデオビュー/スラ
イドビュー切り替
えボタン
・ビデオビューと
スライドビューを
切替えるときに押
します．

進行権取得/返納ボ
タン
・進行権(議長権）を
移すときに押します．

ファイルアップロードボタ
ン

・ファイルをアップロード
するときに押します．
Excel,Word,PowerPoint,
Textなど

オプションボタン
・音量，帯域/表示フ
レーム数などを設定
します．

招待ボタン

・メッセンジャーを起動
して参加者を招待しま
す．

終了ボタン
・会議を終了すると
きに押します．

スピーカー音量
音量調整のときはバー
を動かします．

マイク音量
音量調整のときは
バーを動かします．

文字チャット表示画面
・右クリックでチャットの内
容を保存できます．

チャット文字変更ボタン
チャットの文字種を変更し
ます．

タイマー
・会議の経過時間を表示します．

⑭チャット文字入力
ウィンドウ

チャット文字を入力します。

チャットの相手先選択ボタン．
・チャットの相手を指定します．

⑫参加者リスト．
・参加者の一覧表を表示

します．

進行権者表示ウィンドウズ

発言ボタン
セミナー参加時に発言

したい場合はここを押
し、議長に発言権を請
求します。

パソコン会議システム「アキュミートの概要」

3.利用できる機能の説明（ビデオビュー）

パソコン会議システムで事前にご用意するもの

WEBカメラ一人で参加する場合 ヘッドセット

スピーカホンなど

複数で参加する場合

WEBカメラとセットで7,000～8,000円程度

スピーカホンは簡易的なもので1万円程度、
ストレス無く利用するには10万円弱

サーバ側に必要なもの利用者側に用意するもの

＋

WEBカメラ

＋

アキュミート（PC会議）パッケージ

インストール

ファイルをダウンロード

社内のサーバにパッケージをインストールし、現在ご利用のパソコンにファイルをダウンロード。
パソコンに用意するものは、ＷＥＢカメラとヘッドセットのみ。

（複数で参加する場合はスピーカホンなどを利用します。）

同時12箇所（ユーザー）まで画像会議に参加可能
画面サイズ － 2箇所(192*144) 4(288*216) 6(240*180) 12(160*120)
100箇所までセミナーに参加可能
32箇所までオブザーバーとして参加可能
自由発言と制限発言のモードチェンジ可能

主導権の委譲、発言権を与える等の機能。会議から退場させる機能。

ウェブページ共有機能

資料共有(MS office、各種イメージファイル)
共有資料の保存及びプリントアウト機能

資料共有時、ファイルからアップロードするページの選択やファイルのタイトル変
更可能

全体会議の録音録画及び再生可能

会議の進行時に自由自在に会議、セミナー、オブザーバーの選択、画面箇所も
自由に切り替え可能。

パソコン会議システム「アキュミートの概要」 （デモで活用）

司会：今日は、三カ国をつないで、四人で国際会議をパソコン会議で実況してみます。
北京の張さん、ソウルのジェイソン社長、東京の初さんと会議をしてみます。
みなさん、こんにちは。今日は大勢の日本の錚々たる企業や自治体の皆様がお越しいただいております。
まずは、北京の張さんと会話し、次にジェイソン社長、そして初さんと話してみます。

北京（張代表が中国語で回答）
まず、張さん今年5月に四川大地震が起きましたが、企業も含め対応はいかがでしたか？

・四川大地震の発生後に、まず政府の緊急態勢を敷き、軍隊が現地に出動し、人民解放軍が被災地に落下傘で降
下し、建物崩壊の現場での人命救助を行ったり、緊急物資を運びました。
・復旧にあたり、日本をはじめ諸外国の政府や企業から大きなサポートをいただき助かりました。今日お集まりの皆
様にも厚く感謝します。
・大手の企業は、被災地に対して車や飛行機により非常食や水などの物資を輸送するなどしました。携帯電話はあ
まり使えず、ＰＨＳが連絡の頼りでした。
四川大地震での企業の危機管理の反省点と課題や今後の対策はいかがですか。

・反省点、課題は、災害による人的被害はここ数年、小さかったので、企業も油断しがちであったことがまず挙げら
れます。また大災害は、地域や国の経済成長や企業の継続事業活動に大きなマイナスであることを銘記して対策
をとっていなかったことや、多くの企業がＢＣＰ（事業継続計画）を作成して対策を推進していないため、災害による
経済被害も大きかったと思います。
・今後の対策としては、いつ起きるかわからない大地震にも企業が経営資源をバランスよく投入しておくべきでしょう。
また大震災ばかりか鳥インフルエンザの危機が迫っていますので、人命を尊重し、企業活動がストップしないように
準備や訓練を実際に行っておくことです。また、社内でＢＣＰを作成し日頃から、社内周知しておくこと重要です。し
かし、企業ごとに具体策はまちまちです。
鳥インフルエンザの発生状況や企業の対策はいかがですか。

・鳥インフルエンザは、中国など8割がアジア地域で発症し、死亡者も出ています。
パンデミックが心配で、町ではマスクをする人が多くなりました。
・企業は、とくにヒトからヒトへの新型ウイルス変異による流行に備えて、マスク、ゴーグルの着用や、手の消毒など
を講じつつあります。外資系の企業も力を入れています。
また政府、行政、公益事業者もライフラインが停止しないように、対策を練りつつあります。
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ソウル（ジェイソン社長が英語で回答）

韓国の企業では、地震などの危機管理はどのようにしていますか？
・地震の少ない韓国でも、地震により橋やデパートの崩落も起きており、企業建築物の耐震には行政も、
大企業も力を入れつつある。ＢＣＰは、企業の社会的責任として、ライフラインを守る企業はとくに対策に真剣
です。

ブロードバンドが進んでいる韓国では企業のＩＣＴ（情報通信技術）活用により、出社できない経営者、幹部、
社員のために遠隔教育や企業内の遠隔会議も行われているようですが、いかがですか？
・現代自動車、サムソン、ＬＧなどのグループ企業から、国防省や市の行政機関までパソコン会議システムの
導入がなされている。いま韓国はブロードバンドが進み、機能的でシンプルなテレビ会議は主流になりつつあり
ます。本社、営業所、プラントや遠隔地での出張先、自宅でもいつでも参加して経営会議は、スタッフの打ち
合わせも可能である。危機管理でもパソコン会議は、便利なツールで行政も取り入れています。

鳥インフルエンザの大流行が懸念されますが、企業の対策は進んでいますか？
・インドネシアや隣国の中国で鳥インフルエンザが発生し、多くの死者も出ているため、韓国でもいつ、新型
インフルエンザが大流行してもおかしくない状況で、日本と変わりません。実際、大量の鶏の感染死の例も
報告されています。2003年のSARS騒動は大騒ぎでしたが、毒性の強さと流行のしやすさからいえば、鳥イン
フルエンザは恐ろしいものであり、企業のＢＣＰに直結する重大な経営問題として考えられています。必要な
マスク、ゴーグル等の備蓄も進めています。最近は、マスクなどは入手できにくくなっています。

東京新橋（初さんが日本語で回答）

日本ではいかがでしょうか。
地震の発生状況や企業での地震への危機管理はどのようにしていますか？
・95年の阪神淡路大震災以降も地震列島の日本では沖縄、九州や北海道まで大地震が頻発しています。
昨年の新潟中越沖地震の影響で、世界最大級の柏崎刈羽原子力発電所がストップしたり、今年も岩手県、
宮城県でも震度の大きい地震が発生しています。
企業では、耐震設計の建築確認や、防災訓練を実施したり、非常食を備蓄するなどＢＣＰ対策を講じています。

出社できない経営者、幹部、社員のために遠隔教育や企業内の遠隔会議も行われていますか？
・ブロードバンドが進み、モバイルパソコンもよくなっているため、自宅や遠隔地を結んで、情報セキュリティにも留意
して、大企業では続々、遠隔会議システムを導入する企業が増えています。

鳥インフルエンザの大流行が懸念されますが、企業の対策は進んでいますか？
・行政も大企業も、対策は遅れていますが、最近では、急に新型ウイルス対策の差し迫ったニーズも判明して、具体
策として、薬・ワクチンの調達、マスク、ゴーグルの準備など、従業員と企業活動を継続する戦略プランを作り
つつあります。

最後＜司会＞ わかりました。皆様、ご参加ありがとうございます。
いま話した内容は、パソコン会議で録画しておりますので
休憩時間に皆さんに、再度流したいと思います。

APEC（アジア太平洋経済協力閣僚会議）で活用
<パソコン会議ソフトの自社・グループ企業活用の総投資額は約２００万円と安価>

ご関心があれば、展示コーナーにスタッフがいますのでご質問ください。
活用風景

• 本日は、ご清聴、ありがとうございます。

• ご質問がありましたら、お気軽にどうぞ。

ご質問等連絡先
セリングビジョン株式会社
ＴＥＬ 03-5251-3101
mail：info@sg-vn.com

担当：初、鳥塚


